
解決できる問題発見・解決力，経済社会を構成する一員としての責任感に裏付けられた社会貢献力，

情報化・グローバル化に適応したコミュニケーション能力，社会、自然、文化に関する幅広い知識

及び専門学識を修得させる． 

 

2．2 養成する人材像に対する社会的ニーズの客観的な根拠 

 本学部では平成 21 年度から平成 25 年度にかけて本学部卒業生を採用した企業や国・地方の機関を対

象として，本学部卒業生に対する評価や本学部が重点的に取り組むべき教育課程についてアンケート調

査を実施した． 
 （1）調査概要 

① 目的：本学部卒業生を採用した実績のある企業等に対して，社会科学系学部卒業生に求

める能力，本学部卒業生の評価，本学部の現状の教育に対する教育効果に関する評価，

大学に対する要望を把握し，本学部の教育改善の検討に資する． 

② 調査対象企業等：平成21年度から平成25年度に本学部卒業生を採用した企業等（1,174
社）のうち，(株）帝国データバンクから企業の基本情報等を得られた企業等（956社）

を対象に実施した． 

③ 調査方法: 

 1) 方式：郵送・無記名アンケート 

 2) 調査票発送：平成27年10月26日（月）  

3) 締切日：平成27年11月18日（木）  

④ 調査事項:本社所在地，従業員数(正社員のみ)，業種，過去5年間の学部・大学院別の人文

社会系大学新卒者の採用者数，富山大学経済学部の卒業者と他大学の人文社会系卒業者

を比較して感じていること，社会科学系（特に法学・経済学・経営学）学部に在学して

いる学生に求めていること，新規採用の社会科学系（特に法学・経済学・経営学）出身

の従業員に最も求めている知識，履修コースの教育効果，富山大学経済学部が今後重点

的に取り組むべき教育プログラム，留学先として必要性の高い国や地域、富山大学経済

学部の教育に望むこと  

⑤ 集計等：富山大学経済学部  

 
 （2）回答企業・組織の属性など 

 調査対象企業並びに回答企業の地域別属性は以下の通り． 

 
 
また，調査対象企業・組織の産業別類型は以下の通り． 
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 （3）調査結果 

 第一に，経済学部が今後重点的に取り組むべき教育プログラムとして「経済学，法学を中心に学ぶと

ともに，自治体との連携を通じて政策立案・分析を学ぶ」プログラムや「文理融合の知識構造を持つ人

材」や「新しいビジネスを創生する人材」を養成するプログラム，「経営学，法学，経済学を横断的に

学び，金融やファイナンスを中止として学ぶ」プログラム，「国内の企業や自治体での長期インターン

シップ」に対して高いニーズがあった（下図参照）．今回の教育課程の改革では，分野横断的な履修コ

ース制の強化とともに，社会連携科目の拡充を通じて学んだ知識を実践的に活用することによって新し

いビジネスの創造につなげることや，製造業を中心とした企業関係者から技術的側面も踏まえた経営の

現場を学ばせることを構想しており，就職先企業のニーズに沿ったものとなっている．また，クォータ

ー制の導入によって長期のインターンシップにチャレンジしやすい環境を整えており，この面でも就職

先企業が求める人材を養成できる． 
 
 

 
 
 第二に，本学部卒業生の就職先企業が社会科学系出身の従業員に求める知識として，「経済学全般の

知識」，「会計・財務」，「法学の基礎」，「経営学の基礎」，「市場・流通関連」といった社会科学諸分野の

基礎とともに，「ビジネス関係の法学」，「金融関連」，「公共政策」といった分野横断的な内容を含む知

識構造も求められていることが判明した（下図）． 
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したがって，経済，経営，法学の各分野の導入科目を必修として学ぶとともに，履修コース制の下で分

野横断的な専門的学識を体系的に身に付けさせる教育課程に対して企業や組織のニーズが存在するこ

とがわかる． 
 第三に，本学部卒業者と他

大学文系卒業者を比較して

感じることという問いに対

して，「相手の意見を丁寧に

聴く力」や「新たな知識を素

早く身に付ける力」では高い

評価を得る一方，「語学など

国際化への対応力」，「新しい

価値を生み出す力」，「ストレ

スの発生源に対応する力」，

「他人に働きかけ巻き込む

力」，「新たなアイデアや解決

策を見つけ出す力」といった

点が相対的に不足している

との結果を得た．今回の教育課程の改革では，クォーター制の導入と重層的な留学プログラムの提供を

通じて学生の国際感覚を高めるとともに，社会連携科目（演習）や切れ目のないゼミナール開講を通じ

て，チームで物事に取り組み成果をものにするプロセスを経験的に学ぶとともに，プロジェクトを遂行

する上で発生する課題に対応する力を身に付けさせることを意図しており，本学部生がこれまで課題と

していたことを克服することによって，従前以上に実社会から求められる人材を輩出できる． 
 このように，今回の教育課程の改革によって養成しようとする人材は，就職先企業や組織のニーズを

踏まえたものである． 

 
 

（別紙１） 

92.8% 
94.3% 

92.8% 92.3% 92.1% 
95.3% 

97.0% 

90.0%

95.0%

100.0%

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 

富山大学経済学部の就職率 
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富山大学経済学部入学試験実施状況（志願状況） 

 
 

（別紙 2） 

学生確保に向けた具体的な取り組み状況 
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○ 地域の初等中等教育との連携状況 
高校への出張講義及び進学相談会のほか，職業科との連携が経済学部としては他学部にはない重

要な特徴である。職業科を主たる対象とする推薦入試，職業科への進学説明会，職業科の推薦入

学者対象の入学前準備学習（数学，英語）を実施してきた。 

また，探究科との連携についても，高校側からの要請に応じて，高校の授業の一部を担っている。 

・ 高等学校への出前講義・講演会等 

年度 
派遣 
機関数 

派遣 
教員数 

備  考 

平成 25 年度 33 33  
平成 26 年度 42 43  
平成 27 年度 55 62  

 
・ 平成 27 年度 出張ガイダンス，進学相談会及び出張講義担当教員一覧表 
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・ 平成 27 年度 大学見学会等の実施状況 
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